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図１ (上)機械的解繊CNF 
   (下)TEMPO酸化CNF 

研究成果事例 
平成３０年度 

（県新成長戦略研究） 
 

セルロースナノファイバーを用いた香り成分の 
放散挙動について 

 
［背景･目的］ 

静岡県内には化粧品関連企業が集積しており、OEMやPB製品開発などが活発に行われ

ています。また、新素材として注目されているセルロース

ナノファイバー（以下、「CNF」）は、木材などの植物繊維か

ら得られるバイオマス素材で、幅数 nm～数十 nm 程度の繊

維状物質です(図１)。保水性、乳化安定性、チキソトロピ

ー性(せん断をかけると粘度が低下する性質)など化粧品に

とって有利な特長を有しており、近年、その特長を活かし

た化粧品開発が行われています。一方、香りへのCNF添加

による効果に関する研究事例はこれまで無いことから、高

付加価値の化粧品開発を目指し、TEMPO 酸化 CNF(以下、

「TOCN」)及び４種の香気成分(D-Limonene 、Linalool、

Phenylethyl acetate、Caryophyllene)を用いた香りの徐放

性(ゆっくり放散する性質)について検討を行いました。 

 

［研究成果］ 

   TOCN添加試料において、放散開始５分後から５時間後までD-Limoneneの放散速度の変

動は、添加なし試料に比べて小さいことが分かりました。その他の香気成分(Linalool、

Phenylethyl acetate、Caryophyllene）においてもTOCNの添加により、放散が抑制され

ました。このことからCNFの添加が、化粧品の徐放性に有効であると考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［研究成果の普及・技術移転の計画］ 

   今回得られた研究成果は、学会発表や論文投稿などにより普及を図るとともに、香り

を活用した製品開発や徐放性付与技術の提案として、県内企業に向けて技術的支援を行

っていきます。 

図２  TOCN添加による香気成分の放散速度の経時変化 
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